
父に託されたのは闘うこと
ー水俣病事件から考える地域再生ー
２０２１．１１．６ NIMDフォーラム パネルディスカッション

〔社会活動〕

水俣病資料館 語り部（かたりべ）

〔水俣病事件〕

自主交渉派患者・家族

水俣病被害者手帳（水俣病特措法：2013年）
〔仕事〕

有限会社 リハシップ あい

作業療法士 言語聴覚士

代表取締役社長

川本愛一郎



自宅

公式確認第1号患者宅

海辺の住人の
生活圏

坪谷港

１９５７年（S３２．２月）結婚

私１９５８年（S３３）生まれ
坪谷海岸（水俣湾）にて
ビナ拾い：初夏



祖父の発病と狂死、父母の異変

本当は、もう二人
兄妹がいた（流産）〔祖父〕

１９６１年（S３６）：水俣病症状が悪化
１９６５年（S４０):狂騒状態、寝たきりになり死亡



たった独りからの闘い：潜在患者発掘



失して（見捨てられた）水俣病





自主交渉：チッソ東京本社座り込み

座り込みテント
1年９ヶ月間
（１９７１ Ｓ４６年 １２月２４日～
１９７３ Ｓ４８年７月まで）





家族で上京 父を励ます



人は幸せになるために生まれ
てきたはずだ。勇気と信念を教
えてくれた父 川本輝夫

熱意とは、ことある毎に意志を
表明することに他ならない。



１９７３年（S４８）３月２０日水俣病第1次訴訟判決：熊本地裁

私の鹿児島県出水高校の合格発表の日でもあった



父（ちち）からの電報（でんぽう）





水俣病語り部活動

母と二人で新潟へ 語り部の会と見学者交流



水俣病事件 川本家 歴史的３ショット

一人ひとりの幸せと尊厳を取り戻す闘い
＝全人間的復権
＝リハビリテーション

排水溝

父のお地蔵様
児童発達支援ルーム

ここすてっぷ水俣



ご清聴ありがとうございました。


